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モデル開発の背景

• プラスチックごみによる海洋汚染がグローバルな課
題となっている

• 各国で廃プラに関するデータが収集され、様々な排
出モデル解析が行われている中、廃プラスチックが
大気や気候変動、人体に及ぼす影響を数値で示す仕
組みがなく、SDGの課題を包括的に捉えることができ
ていない

• SDG達成度を数値データで評価することの重要性
• IGESで蓄積されたアジア諸国における廃棄物データ
（市レベル）の有効利用



モデルの仕組み(大枠)

システム（市）内で排出
される廃プラスチック

•人口・土地利用

•タイプ別廃棄物出量

•廃棄物回収率（量）・
リサイクル率（量）

•野焼き・焼却率（量）

•最終処分率(量)

環境中に排出される廃プ
ラスチック

•総排出量-総回収量

•総回収量=リサイクル
施設に持ち込まれた量
＋処分場での総処理
量ーリサイクル施設に
おける残渣量ー処分場
からリサイクル施設に
持ち込まれる量

プラスチック汚染が人体
及び環境に与える影響

•野焼き・焼却される廃
プラに含まれるカーボ
ン量

•CからCO2への変換
（IPCC2000ガイドライ
ン）

•廃プラの野焼き・焼却
時に排出されるPM2.5

•PM2.5 に起因するDALY
（DEFRA 2006）





影響解析の仕組み

1．廃プラの野焼き・燃焼量からCO2排出量の計算（IPCC
ガイドラインに基づく）
-プラスチックに含まれる原油由来の炭素量
-燃焼効率
-変換係数

2．廃プラの野焼き・燃焼量からDALYsの計算
（WHO/GHO の定義及びDEFRAに基づく）
- PM2.5排出量の計算
- DALYsへの変換係数（人口数、人口密度、地理的情報を考慮）



モデルの有用性
使いやすい(エ
クセル表計算）

既往データで

十分

明瞭で

理解しやすい

包括的SDGs評価 経年変化 都市間比較

シナリオ分析
政策や

戦略作りに

SDG11（持続可能な都市）
SDG12（持続可能な消費と生産）

SDG14（海洋資源）

SDG3（保健）
SDG13（気候変動）



今後のアップグレードに向けて

クマラ

（プラスチック廃棄物政策）

林

(プラスチック廃棄物事業管理)

アミラ

（ライフサイクルアセスメン
ト・マイクロプラスチック）

ムスタファ

（定量解析とモデル開発・SDG
解析）

専門的な知見の
導入によるモデ
ルのアップグ
レード

現況システムの領域外：マイクロプラスチック、各ポリマー分析、
プラスチック製造過程


